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定数 graviphoton (R-R)背景場中での hybrid superstringを考えることにより、D-brane世界
体積上での 4D N = 1超空間 fermionic coordinateが非反可換性 {θα, θβ} = Cαβ を示すことが
知られている。このとき、D-brane有効理論に対するR-R背景場の影響は非 (反)可換超空間上の
ゲージ理論を通して記述されると期待されるが自明ではない。非 (反)可換超空間上の場の理論は
非 (反)可換性をあらわすMoyal積を用いて与えられるが、超空間の非 (反)可換性は fermionicな
変形であるため、Moyal積展開が有限次数で exactになり、4D N = 1超空間の非 (反)可換性は
N = 1ゲージ理論に新たに付け加わる有限個の局所的相互作用として理解される。一方、ゲージ理
論に対するR-R背景場の影響はNSR formalismでは open string amplitudesにおけるR-R vertex
operator挿入として摂動的に調べることができる。N = 1ゲージ理論への R-R vertex operator
による補正の効果は 2次で exactであり、これにより誘起される新しい相互作用はMoyal積によ
り与えられたものと完全に一致することが Billó-Frau-Pesando-Lerdaによって示された。

N = 2 SUSY理論はN = 1超空間上で定式化できるのと同時にN = 2 harmonic superspace
formalismでも定式化できる。N = 2ゲージ理論のN = 1非 (反)可換超空間上での構成は与えら
れているが R-R背景場の起源ははっきりしない。また、N = 2非 (反)可換変形された harmonic
superspace上でのゲージ理論もゲージ群がU(1)の場合は構成されているが、一般N = 2 harmonic
superspaceの非 (反)可換性の起源は今までのところあまり理解されていない。
我々は type IIB理論において obifold C2 × (C2 ×C2)/Z2を考え、D3-brane上の有効理論に

対する R-R背景場の影響を調べた。有効理論は R-R背景場の補正項を加えたN = 2ゲージ理論
として与えられる。R-R背景場は one R-R vertex operatorオーダーで扱い、open string振幅か
らD-braneの有効作用を抜き出した。R-R vertex operatorは内部空間チャージの釣り合い条件の
下で diskに挿入され、変形理論の相互作用が決定された。その結果、R-R self-dual 5-formに対応
する背景場の影響により誘起された相互作用はN = 1非 (反)可換超空間上で定義されたN = 2
U(N)ゲージ理論、さらには non-siglet deformされた harnonic superspace {θiα, θjβ} = C(αβ)bij

上で定義された変形ゲージ理論における非 (反)可換Moyal積により導入された相互作用項を含ん
でいることがわかった。これにより、N = 2理論でのN = 1非 (反)可換性は、graviphoton背景
場の一部分を再現していることがわかった。また、harmonic superspaceの non-siglet変形がR-R
5-form背景場に起因していることがわかった。
背景場の影響を摂動的に扱うことにより、背景場の影響により変形されたインスタントン解や

N = 4理論の変形を調べることも可能である。我々はこの可能性についても調べている。
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